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オルガンティノ・ネッキ・ソルディ（Organtino Gnecchi Soldi, 1533‒1609）やアレ
ッサンドロ・ヴァリニャーノ（Alessandro Valignano, 1539‒1606） 1が有名である。
とくにヴァリニャーノ巡察師は、1581年にイエズス会員のための宣教ガイドラ
インIl Cerimoniale per i Missionari del Giappone（日本の風習と流儀に関する注意
と助言）を著し、Sumario de las cosas de Japón（日本諸事要録、1583）とAdi-
ciones del sumario de Japon（日本諸事要録補遺、1592）を収める『日本巡察記』
とともに、未完のHistoria del Principio y Progresso de la Compañía de Jesús en 





記した書物（例えば、Guido Gualtieri, Relationi della venuta degli Ambasciatori 
1  Centro Internazionale Alessandro Valignanoアレッサンドロ・ヴァリニャーノ国際研究所
ウェブサイト（http://www.valignano.org/jp/bibliografia）とA. Boscaro, Ventura e sventura 
dei gesuiti in Giappone (1549–1639) (Venezia: Cafoscarina, 2008) を参照。





























2  Sonia Favi, “Self through the Other: Production, Circulation and Reception in Europe 
of Written Sources on Japan in the Christian Century,” PhD thesis. Venice: Ca’ Foscari 































ニエルClaudio Zanierによる。R. Caroli, 1868. Italia Giappone: intrecci culturali (Venezia: 
Cafoscarina, 2008).
4  Teresa Ciapparoni, “Al Giappone: scritti di viaggiatori italiani, o in italiano, da metà 
Ottocento alla fine del periodo Meiji,” in Studi in onore di Cosimo Palagiano. Valori naturali, 
dimensioni culturali, percorsi di ricerca geografica, a cura di Emanuele Paratore, Rossella 






















スティーノ・コッティン（Agostino Cottin）著Nozioni sulla lingua giapponese: 
Lettura accademica（日本の基礎知識）の出版は1886年で、イタリア語による最
初の日本語文法書のようである。ジュリオ・ガッティノーニ（Giulio Gattinoni）
は 1890 年に Grammatica Giapponese della lingua parlata（日本口語文典）を、
1908年にCorso completo di lingua giapponese（日本語講座）を上梓している。翻
訳 家 バ ル ト ロ メ オ・ バ ル ビ（Bartolomeo Balbi） は 1911 年 に Piccolo vocabola- 
rio-manuale italo-giapponese（伊和実用宝鑑）を、作家で語学者のピエトロ・シル
ヴィオ・リヴェッタ（Pietro S. Rivetta）は1912年にLes cent caracteres “hiragana”: 






























6  M. Muccioli, La letteratura giapponese (Roma: L’asino d’oro, 1969, 2015); Il teatro giapponese, 
Storia e antologia (Milano: Feltrinelli, 1962). 
7  Andrea Maurizi, Teresa Ciapparoni La Rocca, (a cura di), La figlia occidentale di Edo. 
Scritti in memoria di Giuliana Stramigioli (Milano: Franco Angeli, 2012).
8  A. Boscaro, Narrativa giapponese: cent’anni di traduzioni (イタリア語になった日本文学)
(Venezia: Cafoscarina, 2000).
9  日伊交流450年の歴史についての多彩な研究を集めた論文集は、下記の書籍を参照されたい。
A. Tamburello (a cura di), Italia-Giappone: 450 anni, Vol. 2 (Roma-Napoli: Istituto Italiano 
per l’Africa e l’Oriente, Roma-Napoli, 2003). 明治期日伊交流史について石井元章の研究をご
参照。Motoaki Ishii, Venezia e il Giappone: Studi sugli scambi culturali nella seconda metà 
dell'Ottocento (Roma: Istituto nazionale d'archeologia e storia dell'arte, 2004); A. Boscaro and 































10 L. Sabattoli「アルス・ニッポニカ──昭和5年 「ローマ展」 と日本画へのイタリア側の批評」




























する研究大家であり、国際的に活躍する弟子たち（Fabio Rambelli, Lucia Dolce, 










































































































代日本語文法』（Grammatica di giapponese moderno, Venezia, Cafoscarina, 1989年）は画
期的なもので、今でも重宝されている。また、ローマ大学ではMastrangelo, Ogawa, Saito, 
Grammatica giapponese (Milano: Hoepli, 2006)も刊行されている。最近の出版としては、ミラ
ノのSusanna Marino, Grammatica pratica di giapponese (Zanichelli, 2008)とSimone Guerra, 
































オッタヴィアーニの著書がある。Benito Ortolani, Il teatro giapponese, dal rituale sciamanico 

































































































モ・ギラルディ（Massimo Ghilardi）のCuore e acciaio （Esedra, 2003）がある。ま
た、さらに広い視野で、現代日本社会の諸異相への関心を示しているのは、1990
年代から出てきた研究書である。たとえば、アレッサンドロ・ゴマラスカ（Ales-
sandro Gomarasca）、ルーカ・ヴァルトルタ（Luca Valtorta）編の Sol mutante
（Costa e Nolan, 1996）、 ゴ マ ラ ス カ 編 の La bambola e il robottone...（Einaudi, 
2001）がある。イタリアで根づいた歴史的展望という学術伝統から、より社会的
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な視野に移って現代日本を見直そうとする動きが窺える。そのような研究者側の
動向と共に、読者・一般享受者の嗜好、関心も変化してきたと言える。
　日本美術の典型的テーマ、浮世絵の世界、ジャポニズムが代表するヨーロッパ
美術との影響関係に関する研究が相変わらず主流をなす一方、日本美術の新しい
側面に注目し、日本古美術の知識や学力をもつ研究者も増えている。これと同時
に、日本のアヴァンギャルド、デザイン、コンテンポラリー・アートを含む多岐
にわたる日本現代美術の創作活動にますます好奇心を示す専門家も増えつつある。
展覧会の都度に刊行された論文集を含むカタログ、一般読者向けの解説、より専
門的に問題を取り上げる研究も若手研究者から生まれつつある。
　国際的に高く評価され、活躍している日本人の中で、建築家（丹下健三の時代
から、安藤忠雄、黒川紀章、磯崎新、伊東豊雄、妹島和世、隈研吾など）はもちろん、
美術（村上隆）や、舞台美術を楽しみながらファッション界の先端に立っている
スタイリスト（三宅一生、山本燿司等が代表人物）の活躍ぶりも、若手研究者の注
目を浴び、研究の対象になっている。日本の伝統的染色、織物、着物の技術、色、
文様、美学などの研究と展覧会も現れ、確かに見逃せない日本美術の一面である。
　いままでイタリアの出版社は、小説の翻訳や人類学的なジャーナリズム以外、
一般読者を対象とする日本に関する論文集や学術書を発行しなかった。しかし最
近、日本文学、日本史、日本美術、日本の思想と宗教、各分野に関する専門書も
大手出版社から発行され、かなりの読者層が日本文化に関心をもっていることを
証明している。
　また、日本学専門研究ではないが、日本文化、芸術に興味を示している著者、
学者もかなり多くなってきている。一般享受者も、研究者、専門家も、他分野と
の関わりを無視できず、学際性的な共同研究を好む傾向が生まれている。さらに、
限られた地域を超え、中国、韓国を含むより広い範囲の中で一つの分野を捉える
姿勢も著しくなっている。日本のみでなく、東アジアのなかで同じ現象や多種多
様な側面をつかめば、日本への理解も深まるため、示唆に富む比較研究が拡がっ
ている。
　マルチメディア時代のいま、映像・音響の多次元を通して訴える表現方法が好
まれる趨勢にあるのは確かである。ネットのサイトにおいて、アジアの映画、ア
ニメ、演劇、舞踊などが専門家によって紹介され、研究資料および年表、批評、
論文など充実した情報を提供するものが現れているため、思いもよらぬ勢いで認
知され、専門誌にも評価されている。
10  イタリアの日本研究　127
　イタリア日本研究学会（伊日研究学会、AISTUGIA）17は、イタリアの日本研究
を促進する目的で1973年に創立されて以来、日本研究者、学生のみならず、日
本に関連する各方面の社会人、日本に真摯な関心を抱く一般人等を集合する方針
を堅持している。現在、400名以上の会員を擁し、イタリア最大の学会組織として、
年次研究会、論文集発行を初めとする活発な活動を展開している。研究会は毎年
行われ、年々発表者が増える一方である。それに応えて、3日にわたる学会のス
ケジュールも分野別に分かれ、研究発表が同時進行で行われている。若手研究者
が多くなっただけでなく、研究テーマや専攻もバラエティに富んでいる。若手研
究者の積極的な参加、ますます深まる専門知識による研究細分化と充実性が一番
際立っている。
　それとは別に、比較研究の観点から毎年異なる研究課題を扱う学会、シンポジ
ウムも各大学、各機関において開催され、文学、歴史、社会、宗教、思想、美術、
演劇、音楽などの境界線がなくなって、日本に関わる人文科学領域全般を対象と
し、他分野の専門家をも交えた大変興味深い内容となり、実り多い成果をあげて
いる。
　近代国家になった日本とイタリアとの国交樹立は1866年8月25日だったので、
2016年は国交開設から150年目にあたる。日伊交流150周年のために、イタリア
および日本各地で文化事業を中心にいろいろな行事、催し物が実施されている。
　伊日両国は、450年近い交流があった。「国と国との関係とは、詰まるところ
人と人との関係です。（……）日伊両国及び両国民の相互理解が一層促進され、
かつ、二国間関係の新たな展望が拓かれる契機となることを期待」 18できる時代
になった。時代の長い流れは人間の劇的な出会いを包み込んでいる。近代になっ
てから、それぞれの国の文化への理解と知識が深まり、文化活動、文化研究、人
文科学の今までの研究の積み重ねのおかげで、人間交流が見事にできるようにな
っている。今後の研究も美しい花を咲かせることが期待できるだろう。
　　遊楽万曲の花種をなすは、一身感力の心根也（世阿弥『遊楽習道風見』）
17 http://www.aistugia.it/
18 在イタリア日本国大使梅本和義の「ご挨拶」。
 http://www.it.emb-japan.go.jp/150/jp/saluto.html
